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 天気予報では、今日が一番期待が持てたのだが、

朝起きると昨日にも増してのゴン降り。昨日から継

続して高速は妙高より日本海側は通行止め。福井の

方では雪で立ち往生している車もたくさんあるとい

う。この辺りも幹線道路はともかく、普通の道は除

雪も間に合わないような状況だ。これでは今日も、

この近辺の山スキーは諦めるしかない。雪がそんな

に降っていない帰路の途中にある四阿山と湯ノ丸山

が候補に挙がったが、アプローチにそれなりに時間

がかかるので、より短時間で登れる湯ノ丸山に行く

ことにして二晩お世話になった妙高の宿を出発。高

速を行っても下道を行っても20分しか変わらないと

ナビで確認したⅠ崎さんが言うので、節約して下道

で現地に向かう。 

結局、妙高に2泊したが豪雪のため、予定していた

この近辺のルートは一本も滑ることができなかった。

まあ、こんなこともある。限られた条件でどう楽し

めるかが大事なのだ。そういう意味でも天気が不安

定な時は事前に引き出しはたくさん用意しておこう。 

湯ノ丸山はスキー場からの往復だと少し物足りな

いので、車1台を鹿沢温泉にデポして、スキー場～湯

の丸山～鹿沢温泉と周遊するルートにして、湯ノ丸

スキー場のリフトトップを10:20に出発。 

  

■写真上 富士山がくっきり見え

た！！ 

■写真中 湯ノ丸山山頂！！ 

■写真下 2099ｍ峰から浅間山に

向けてパウダー滑降！！ 

 

この時間だとすでに先行のトレ

ースもしっかりあり、のんびりと

登って行くが、トレースを外して

も大したラッセルではないので

時々トレースを外して真っ新な雪

の上を歩くと気持ちが良い。天気

もまずまずで景色を楽しみながら

登って行く。約1時間で早くも山頂

着！！思いのほか遠望が利き、富

士山がクッキリと望め、目の前に

は噴煙を上げる浅間山とその外輪山、奥秩父や日光方面の山も確認できる。さらに、北アの槍・穂高連峰

や乗鞍岳も姿を現し快適なスキーハイキングだ！！ここは、距離も短く雪の量もそれほどでもないのでワ

カンやスノーシューで来ても充分楽しめると思う。天気の良い日にはお奨めだ。 



 

 湯ノ丸山（2101ｍ）は双耳峰になっていて、もう一つピーク（2099ｍ峰）までシールのまま行き、ここ

から東斜面に飛び込む。先人のシュプールが何本かあったが、まだまだ、お絵かきが楽しめるところはい

くらでもある。最初、少し引っかかる雪だったが、すぐに快適な浅めのパウダーとなり気持よく落ちてい

く。上部は文句なく快適な斜面だ。ただ、中間部からかなり頑固な藪にルートが阻まれ、苦労するように

なる。この薮（おそらくツツジだと思う）、棘ではないが枝がかなり硬く広範囲に広がり、ぶつかるとか

なり痛いし衝撃もあるので注意深く丁寧に避けながらの滑りが要求される。時々スペースがあり、ちょっ

とだけ快適に滑れるが、すぐまた薮滑降…、そんな繰り返しで降りていくとだいぶ薮が開けてきて車道の

跡のようなところに出て、さらにしばらく滑ると東屋のある公園のような場所に出た。藪から解放されて

一息入れる。 さらに、方向を確認して森を滑っていくと、再び薮っぽい場所があったり、有刺鉄線を跨

いだりする所もあったが、間もなく滑りやすくなってひと滑りで鹿沢温泉の車デポした場所に降りること

ができた。 

 このルート、上部は快適だが、下部は藪が濃く、一考した方が良いと思う。東屋のある公園から下りて

きたルートを見上げてみたが、中間部はどこも濃い薮に覆われていて弱点はなさそうだ。であれば、気持

ちの良い上部を滑降したら、再びシールをつけて角間峠方面にトラバース気味の登って、角間峠から鹿沢

温泉に降りる登山道沿いを滑った方が楽しめると思う。次回来るときはそのルートでトレースしたいと思

う。 

 

■コースタイム 

スキー場トップ（10:20）～（11:20）湯ノ丸山～2099ｍ峰（11:45）～（13:00）鹿沢温泉 


